
NO 実施館 事業名 事業目的 期間・回数 参加者数 学習成果 主な講師等

１ 田無

公民館入門
地域でつながる仲間の輪
～自分と地域の再発見～

地域づくり
９月７日(土)

21日(土)
延べ43人

利用者懇談会の参加者の
つながりを深めつつ、公
民館の役割や、地域で学
ぶことの意義を考える機
会となった。

岩松真紀（明治大学等非常勤
講師。専門は社会教育・生涯
学習）

２ 田無
子育て中の女性のための講座
「なりたい私になる！子育て
コーチング講座」

学習・
自己実現

4月18日(木)
から10月23日

(水)
全16回

延べ226人

心の持ち方や考え方を少
し変える事で、子どもや
周囲との信頼関係を築け
ることを知り、自分自身
や子どもの可能性を引き
出す力を身につけるため
のきっかけとなった。心
と体の両面から健康を考
えることができた。

田中由起子(メンタルトレー
ナー)
吉田朋子(管理栄養士、キッズ
キッチンインストラクター)
阿部陽子(アルファビクスイン
ストラクター)

３ 芝久保
創作講座
御朱印帖を手作りし、秩父観音
巡礼を学ぶ

学習・
自己実現

10月26日
11月2日

16日
土曜日
全３回

延べ35人

１日・２日目で参加者全
員が手作り御朱印帖を完
成させた。
３日目は、「初心者のた
めの“秩父観音巡礼”10
倍楽しむ旅の話」と題し
た講師のプレゼンテー
ションを楽しみながら学
んだ。

服部文晴(TAMA市民塾講師、西
国三十三所観音霊場「先達
者」資格）
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４ 芝久保 第37回芝久保公民館まつり 交流
10月19日(土)

20日(日)
900人

実行委員形式で企画実
施。公民館利用団体の発
表の場、地域住民の交流
の場となった。

ニシトーキョーヨミキカセト
リオ＆西岡野人
ハンドベルアンサンブル「ク
リスタル」
柳沢マジッククラブ
ギターサークルアンダンテ

５ 谷戸 ロビーミニ講習会 交流

４月19日(金)
６月26日(水)
７月17日(水)
９月30日(月)
11月19日(火)

全５回

延べ44人

ロビーで気軽に参加でき
る学習機会の提供と、講
師と参加者同士の交流、
相互学習の場づくりがで
きた。

西村菜穂子(ｱｰﾄ&ｸﾗﾌﾄ認定講
師)
樋口綾子(日本ｱﾛﾏ環境協会ｲﾝｽ
ﾄﾗｸﾀｰ)
田辺妃登美(ﾊﾟｽﾃﾙｼｬｲﾝｱｰﾄｲﾝｽﾄ
ﾗｸﾀｰ)
鈴木信子(日本ﾃｷｽﾀｲﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ)
熊田尚子(GRN公認焙煎士)

６ ひばりが丘

子育て中の女性のための講座
コーチングでイキイキ！
～地域でみつける私の生活スタ
イル～

学習・
自己実現

４月19日から
10月23日

金曜日
全16回

※公開講座
６月７日

11人
述125人

公開講座
一般参加者

22人
（内親子8

組）

コーチングスキルを学
び、配偶者や子どもとの
関係、自分の生活スタイ
ルを見直すことにより、
この地域でどう暮らして
いくかを考える機会と
なった。
また、地域で活動する市
民や公民館保育付き講座
の経験者を講師に迎える
ことで、市民の日々の活
動を発表する場を提供す
る機会となった。

石川りつこ（生涯学習開発財
団認定プロフェッショナル
コーチ）
すみよし保育園園長・職員、
西東京こそだてひろばぽっぽ
代表・子育てフェスタ実行委
員
三好純子（アドラー心理学勇
気づけELMリーダー）
Sachika with 素敵にマイライ
フ（元ひばりが丘公民館保育
付きサークルのメンバー、現
在活動中）
若尾健太郎（「みんなの畑」
運営者）
ひばりが丘公民館保育付き
サークルの皆さん



７ ひばりが丘 サークル体験会
学習・
自己実現

９月１日(日)
から９月30(月)

受入れ団体
24団体

体験参加人
数

56人

参加団体数は前年比４団
体増の24団体であっ
た。、体験参加者は前年
比６割増の56人であった
が、これはオカリナ２団
体と手芸１団体のあわせ
て３団体に23人が集中し
たためと考える。このう
ち実際に入会したのは11
月末で30人、参加者に対
する入会率は54%でし
た。参加団体と参加者の
増加は公民館を知ること
と公民館含めての相互交
流が図れた。入会率改善
に関しては課題を残し
た。

８ 駅前 バンドマルシェ＠保谷駅前 交流 11月3日（日） 43人

演奏団体は8団体であっ
た。公民館利用団体だけ
でなく、近隣の介護施設
で演奏活動をする音楽団
体や、都立高校の現代音
楽部のメンバーからも参
加があり、音楽を通した
幅の広い世代交流の場と
なった。


